
1 10/1　9月分（9/21～9/31）の未払賃金（45,000）円の再振替仕訳を行った。

2 10/?　直接工の直接作業時間は（120）hであった。予定賃率は

（1,200）円/hを使用している。

3 10/25　賃金（160,000）円を現金で支払った。

4 10/31　10月分（10/21～10/31）の未払賃金（60,000）円を計上した。

5 10/31　予定消費額と実際消費額の差異を処理した。



1 10/1　9月分（9/21～9/31）の未払賃金（35,000）円の再振替仕訳を行った。

2 10/?　直接工の直接作業時間は（170）hであった。予定賃率は

（1,500）円/hを使用している。

3 10/25　賃金（300,000）円を現金で支払った。

4 10/31　10月分（10/21～10/31）の未払賃金（40,000）円を計上した。

5 10/31　予定消費額と実際消費額の差異を処理した。



1 10/1　9月分（9/21～9/31）の未払賃金（10,000）円の再振替仕訳を行った。

2 10/?　直接工の直接作業時間は（60）hであった。予定賃率は

（1,000）円/hを使用している。

3 10/25　賃金（54,000）円を現金で支払った。

4 10/31　10月分（10/21～10/31）の未払賃金（20,000）円を計上した。

5 10/31　予定消費額と実際消費額の差異を処理した。



1 10/1　9月分（9/21～9/31）の未払賃金（20,000）円の再振替仕訳を行った。

2 10/?　直接工の直接作業時間は（180）hであった。予定賃率は

（1,200）円/hを使用している。

3 10/25　賃金（215,000）円を現金で支払った。

4 10/31　10月分（10/21～10/31）の未払賃金（35,000）円を計上した。

5 10/31　予定消費額と実際消費額の差異を処理した。



1 10/1　9月分（9/21～9/31）の未払賃金（20,000）円の再振替仕訳を行った。

2 10/?　直接工の直接作業時間は（150）hであった。予定賃率は

（1,500）円/hを使用している。

3 10/25　賃金（195,000）円を現金で支払った。

4 10/31　10月分（10/21～10/31）の未払賃金（70,000）円を計上した。

5 10/31　予定消費額と実際消費額の差異を処理した。



1 10/1　9月分（9/21～9/31）の未払賃金（34,000）円の再振替仕訳を行った。

2 10/?　直接工の直接作業時間は（150）hであった。予定賃率は

（1,500）円/hを使用している。

3 10/25　賃金（220,000）円を現金で支払った。

4 10/31　10月分（10/21～10/31）の未払賃金（40,000）円を計上した。

5 10/31　予定消費額と実際消費額の差異を処理した。



1 10/1　9月分（9/21～9/31）の未払賃金（32,000）円の再振替仕訳を行った。

2 10/?　直接工の直接作業時間は（170）hであった。予定賃率は

（1,500）円/hを使用している。

3 10/25　賃金（260,000）円を現金で支払った。

4 10/31　10月分（10/21～10/31）の未払賃金（40,000）円を計上した。

5 10/31　予定消費額と実際消費額の差異を処理した。



1 10/1　9月分（9/21～9/31）の未払賃金（46,000）円の再振替仕訳を行った。

2 10/?　直接工の直接作業時間は（140）hであった。予定賃率は

（1,700）円/hを使用している。

3 10/25　賃金（248,000）円を現金で支払った。

4 10/31　10月分（10/21～10/31）の未払賃金（50,000）円を計上した。

5 10/31　予定消費額と実際消費額の差異を処理した。



1 10/1　9月分（9/21～9/31）の未払賃金（34,000）円の再振替仕訳を行った。

2 10/?　直接工の直接作業時間は（150）hであった。予定賃率は

（1,500）円/hを使用している。

3 10/25　賃金（22,000）円を現金で支払った。

4 10/31　10月分（10/21～10/31）の未払賃金（25,000）円を計上した。

5 10/31　予定消費額と実際消費額の差異を処理した。



1 10/1　9月分（9/21～9/31）の未払賃金（48,000）円の再振替仕訳を行った。

2 10/?　直接工の直接作業時間は（180）hであった。予定賃率は

（1,900）円/hを使用している。

3 10/25　賃金（340,000）円を現金で支払った。

4 10/31　10月分（10/21～10/31）の未払賃金（59,000）円を計上した。

5 10/31　予定消費額と実際消費額の差異を処理した。



1 10/1　9月分（9/21～9/31）の未払賃金（30,000）円の再振替仕訳を行った。

2 10/?　直接工の直接作業時間は（100）hであった。予定賃率は

（1,000）円/hを使用している。

3 10/25　賃金（500,000）円を現金で支払った。

4 10/31　10月分（10/21～10/31）の未払賃金（50,000）円を計上した。

5 10/31　予定消費額と実際消費額の差異を処理した。



1 10/1　9月分（9/21～9/31）の未払賃金（34,000）円の再振替仕訳を行った。

2 10/?　直接工の直接作業時間は（160）hであった。予定賃率は

（1,600）円/hを使用している。

3 10/25　賃金（300,000）円を現金で支払った。

4 10/31　10月分（10/21～10/31）の未払賃金（20,000）円を計上した。

5 10/31　予定消費額と実際消費額の差異を処理した。



1 10/1　9月分（9/21～9/31）の未払賃金（40,000）円の再振替仕訳を行った。

2 10/?　直接工の直接作業時間は（200）hであった。予定賃率は

（2,000）円/hを使用している。

3 10/25　賃金（350,000）円を現金で支払った。

4 10/31　10月分（10/21～10/31）の未払賃金（100,000）円を計上した。

5 10/31　予定消費額と実際消費額の差異を処理した。



1 10/1　9月分（9/21～9/31）の未払賃金（553,600）円の再振替仕訳を行った。

2 10/?　直接工の直接作業時間は（710）hであった。予定賃率は

（5,000）円/hを使用している。

3 10/25　賃金（3,650,300）円を現金で支払った。

4 10/31　10月分（10/21～10/31）の未払賃金（536,700）円を計上した。

5 10/31　予定消費額と実際消費額の差異を処理した。



1 10/1　9月分（9/21～9/31）の未払賃金（100,000）円の再振替仕訳を行った。

2 10/?　直接工の直接作業時間は（213）hであった。予定賃率は

（2,013）円/hを使用している。

3 10/25　賃金（432,795）円を現金で支払った。

4 10/31　10月分（10/21～10/31）の未払賃金（100,000）円を計上した。

5 10/31　予定消費額と実際消費額の差異を処理した。



1 10/1　9月分（9/21～9/31）の未払賃金（50,000）円の再振替仕訳を行った。

2 10/?　直接工の直接作業時間は（140）hであった。予定賃率は

（1,000）円/hを使用している。

3 10/25　賃金（135,000）円を現金で支払った。

4 10/31　10月分（10/21～10/31）の未払賃金（30,000）円を計上した。

5 10/31　予定消費額と実際消費額の差異を処理した。



1 10/1　9月分（9/21～9/31）の未払賃金（40,000）円の再振替仕訳を行った。

2 10/?　直接工の直接作業時間は（120）hであった。予定賃率は

（1,200）円/hを使用している。

3 10/25　賃金（124,000）円を現金で支払った。

4 10/31　10月分（10/21～10/31）の未払賃金（30,000）円を計上した。

5 10/31　予定消費額と実際消費額の差異を処理した。



1 10/1　9月分（9/21～9/31）の未払賃金（100,000）円の再振替仕訳を行った。

2 10/?　直接工の直接作業時間は（100）hであった。予定賃率は

（2,000）円/hを使用している。

3 10/25　賃金（180,000）円を現金で支払った。

4 10/31　10月分（10/21～10/31）の未払賃金（123,000）円を計上した。

5 10/31　予定消費額と実際消費額の差異を処理した。



1 10/1　9月分（9/21～9/31）の未払賃金（1,000）円の再振替仕訳を行った。

2 10/?　直接工の直接作業時間は（10）hであった。予定賃率は

（100）円/hを使用している。

3 10/25　賃金（2,000）円を現金で支払った。

4 10/31　10月分（10/21～10/31）の未払賃金（500）円を計上した。

5 10/31　予定消費額と実際消費額の差異を処理した。



1 10/1　9月分（9/21～9/31）の未払賃金（50,000）円の再振替仕訳を行った。

2 10/?　直接工の直接作業時間は（150）hであった。予定賃率は

（2,000）円/hを使用している。

3 10/25　賃金（280,000）円を現金で支払った。

4 10/31　10月分（10/21～10/31）の未払賃金（78,000）円を計上した。

5 10/31　予定消費額と実際消費額の差異を処理した。



1 10/1　9月分（9/21～9/31）の未払賃金（50,000）円の再振替仕訳を行った。

2 10/?　直接工の直接作業時間は（140）hであった。予定賃率は

（1,000）円/hを使用している。

3 10/25　賃金（135,000）円を現金で支払った。

4 10/31　10月分（10/21～10/31）の未払賃金（30,000）円を計上した。

5 10/31　予定消費額と実際消費額の差異を処理した。



1 10/1　9月分（9/21～9/31）の未払賃金（200,000）円の再振替仕訳を行った。

2 10/?　直接工の直接作業時間は（500）hであった。予定賃率は

（2,000）円/hを使用している。

3 10/25　賃金（800,000）円を現金で支払った。

4 10/31　10月分（10/21～10/31）の未払賃金（500,000）円を計上した。

5 10/31　予定消費額と実際消費額の差異を処理した。



1 10/1　9月分（9/21～9/31）の未払賃金（40,000）円の再振替仕訳を行った。

2 10/?　直接工の直接作業時間は（200）hであった。予定賃率は

（2,000）円/hを使用している。

3 10/25　賃金（400,000）円を現金で支払った。

4 10/31　10月分（10/21～10/31）の未払賃金（100,000）円を計上した。

5 10/31　予定消費額と実際消費額の差異を処理した。



1 10/1　9月分（9/21～9/31）の未払賃金（1,200）円の再振替仕訳を行った。

2 10/?　直接工の直接作業時間は（200）hであった。予定賃率は

（1,200）円/hを使用している。

3 10/25　賃金（210,000）円を現金で支払った。

4 10/31　10月分（10/21～10/31）の未払賃金（34,000）円を計上した。

5 10/31　予定消費額と実際消費額の差異を処理した。



1 10/1　9月分（9/21～9/31）の未払賃金（45,000）円の再振替仕訳を行った。

2 10/?　直接工の直接作業時間は（120）hであった。予定賃率は

（1,200）円/hを使用している。

3 10/25　賃金（143,000）円を現金で支払った。

4 10/31　10月分（10/21～10/31）の未払賃金（60,000）円を計上した。

5 10/31　予定消費額と実際消費額の差異を処理した。



1 10/1　9月分（9/21～9/31）の未払賃金（30,000）円の再振替仕訳を行った。

2 10/?　直接工の直接作業時間は（150）hであった。予定賃率は

（1,600）円/hを使用している。

3 10/25　賃金（215,000）円を現金で支払った。

4 10/31　10月分（10/21～10/31）の未払賃金（36,000）円を計上した。

5 10/31　予定消費額と実際消費額の差異を処理した。



1 10/1　9月分（9/21～9/31）の未払賃金（34,000）円の再振替仕訳を行った。

2 10/?　直接工の直接作業時間は（210）hであった。予定賃率は

（800）円/hを使用している。

3 10/25　賃金（165,000）円を現金で支払った。

4 10/31　10月分（10/21～10/31）の未払賃金（43,000）円を計上した。

5 10/31　予定消費額と実際消費額の差異を処理した。



1 10/1　9月分（9/21～9/31）の未払賃金（40,000）円の再振替仕訳を行った。

2 10/?　直接工の直接作業時間は（180）hであった。予定賃率は

（1,800）円/hを使用している。

3 10/25　賃金（320,000）円を現金で支払った。

4 10/31　10月分（10/21～10/31）の未払賃金（48,000）円を計上した。

5 10/31　予定消費額と実際消費額の差異を処理した。



1 10/1　9月分（9/21～9/31）の未払賃金（34,000）円の再振替仕訳を行った。

2 10/?　直接工の直接作業時間は（200）hであった。予定賃率は

（1,500）円/hを使用している。

3 10/25　賃金（290,000）円を現金で支払った。

4 10/31　10月分（10/21～10/31）の未払賃金（56,000）円を計上した。

5 10/31　予定消費額と実際消費額の差異を処理した。



1 10/1　9月分（9/21～9/31）の未払賃金（50,000）円の再振替仕訳を行った。

2 10/?　直接工の直接作業時間は（100）hであった。予定賃率は

（1,000）円/hを使用している。

3 10/25　賃金（180,000）円を現金で支払った。

4 10/31　10月分（10/21～10/31）の未払賃金（30,000）円を計上した。

5 10/31　予定消費額と実際消費額の差異を処理した。



1 10/1　9月分（9/21～9/31）の未払賃金（34,000）円の再振替仕訳を行った。

2 10/?　直接工の直接作業時間は（170）hであった。予定賃率は

（1,700）円/hを使用している。

3 10/25　賃金（286,000）円を現金で支払った。

4 10/31　10月分（10/21～10/31）の未払賃金（40,000）円を計上した。

5 10/31　予定消費額と実際消費額の差異を処理した。



1 10/1　9月分（9/21～9/31）の未払賃金（25,000）円の再振替仕訳を行った。

2 10/?　直接工の直接作業時間は（150）hであった。予定賃率は

（1,800）円/hを使用している。

3 10/25　賃金（250,000）円を現金で支払った。

4 10/31　10月分（10/21～10/31）の未払賃金（50,000）円を計上した。

5 10/31　予定消費額と実際消費額の差異を処理した。



1 10/1　9月分（9/21～9/31）の未払賃金（14,560）円の再振替仕訳を行った。

2 10/?　直接工の直接作業時間は（378）hであった。予定賃率は

（2,360）円/hを使用している。

3 10/25　賃金（1,000,000）円を現金で支払った。

4 10/31　10月分（10/21～10/31）の未払賃金（28,976）円を計上した。

5 10/31　予定消費額と実際消費額の差異を処理した。



1 10/1　9月分（9/21～9/31）の未払賃金（50,000）円の再振替仕訳を行った。

2 10/?　直接工の直接作業時間は（200）hであった。予定賃率は

（2,000）円/hを使用している。

3 10/25　賃金（390,000）円を現金で支払った。

4 10/31　10月分（10/21～10/31）の未払賃金（80,000）円を計上した。

5 10/31　予定消費額と実際消費額の差異を処理した。



1 10/1　9月分（9/21～9/31）の未払賃金（200,000）円の再振替仕訳を行った。

2 10/?　直接工の直接作業時間は（400）hであった。予定賃率は

（2,000）円/hを使用している。

3 10/25　賃金（750,000）円を現金で支払った。

4 10/31　10月分（10/21～10/31）の未払賃金（150,000）円を計上した。

5 10/31　予定消費額と実際消費額の差異を処理した。



1 10/1　9月分（9/21～9/31）の未払賃金（34,000）円の再振替仕訳を行った。

2 10/?　直接工の直接作業時間は（200）hであった。予定賃率は

（2,000）円/hを使用している。

3 10/25　賃金（600,000）円を現金で支払った。

4 10/31　10月分（10/21～10/31）の未払賃金（30,000）円を計上した。

5 10/31　予定消費額と実際消費額の差異を処理した。



1 10/1　9月分（9/21～9/31）の未払賃金（34,000）円の再振替仕訳を行った。

2 10/?　直接工の直接作業時間は（200）hであった。予定賃率は

（1,000）円/hを使用している。

3 10/25　賃金（230,000）円を現金で支払った。

4 10/31　10月分（10/21～10/31）の未払賃金（20,000）円を計上した。

5 10/31　予定消費額と実際消費額の差異を処理した。



1 10/1　9月分（9/21～9/31）の未払賃金（34,000）円の再振替仕訳を行った。

2 10/?　直接工の直接作業時間は（150）hであった。予定賃率は

（1,500）円/hを使用している。

3 10/25　賃金（224,000）円を現金で支払った。

4 10/31　10月分（10/21～10/31）の未払賃金（35,000）円を計上した。

5 10/31　予定消費額と実際消費額の差異を処理した。



1 10/1　9月分（9/21～9/31）の未払賃金（34,000）円の再振替仕訳を行った。

2 10/?　直接工の直接作業時間は（100）hであった。予定賃率は

（1,160）円/hを使用している。

3 10/25　賃金（100,000）円を現金で支払った。

4 10/31　10月分（10/21～10/31）の未払賃金（60,000）円を計上した。

5 10/31　予定消費額と実際消費額の差異を処理した。



1 10/1　9月分（9/21～9/31）の未払賃金（30,000）円の再振替仕訳を行った。

2 10/?　直接工の直接作業時間は（140）hであった。予定賃率は

（1,400）円/hを使用している。

3 10/25　賃金（194,000）円を現金で支払った。

4 10/31　10月分（10/21～10/31）の未払賃金（35,000）円を計上した。

5 10/31　予定消費額と実際消費額の差異を処理した。



1 10/1　9月分（9/21～9/31）の未払賃金（29,000）円の再振替仕訳を行った。

2 10/?　直接工の直接作業時間は（200）hであった。予定賃率は

（1,500）円/hを使用している。

3 10/25　賃金（298,000）円を現金で支払った。

4 10/31　10月分（10/21～10/31）の未払賃金（55,000）円を計上した。

5 10/31　予定消費額と実際消費額の差異を処理した。




